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ブナとユキバタツバキの共存

石沢進

　ブナの樹林の下にはユキッバキが優占し、プナーユキッ

バキ群落がみられる。新潟県では、広く分布していること

を以前にも本誌で取り上げている。

　ユキツバキは内陸に広く分布しているが、低海抜で海岸

に近いところでは、ヤブツバキとの交雑で中間型のユキバ

タツバキが分布している。海岸近くの低海抜地は、人の生

活圏になっているために破壊され、ブナ林が自然の状態で

残存しているのはまれである。その場合、低海抜に生存し

ているブナは、数本か、1本だけのことが多い。

　そのような状況の中で、西蒲原郡分水町国上山に残存

するブナの群落は本数も多く、まとまって生えているの

で、植生の観点からも注目されている。北陸地方では、

低海抜地域に暖温帯の常緑広葉樹林が分布し、それに接し

て上部に冷温帯のブナ林が存在することが、定説となって

いる。新潟県でそのような事例に当たるところとして、国

上山のブナ林が該当する。国上山のブナ林は、その接点に

相当する原植生を残存し、低海抜地にあって林床に暖温帯

の植物が生育していることにある。その内容を詳しく解説

すると、新潟平野などの沖積平野部を除く新潟県の山地帯

には、かつて広い範囲にブナが存在していたといわれてい

る。しかし、人の生活圏の拡大につれ、それらは次第に消

滅し、特に、海抜の低い海岸の山地には、まとまったブナ

の林はほとんど見ることができない状態になっている。こ

のような状況の中で国上に見られる林は、「低地に残され

た希少なブナ林」としてその価値が大きい。

　国上山のブナ林には、ヤブッバキやアカガシなどの常緑

広葉樹が共存している。しかしながら、ッバキに関しては

ヤブッバキと同定できる個体のものとユキッバキとヤブッ

バキの中間型のユキバタツバキが含まれている（写真1後

で追加）。そのユキバタツバキは、花の形態はヤブッバキ

に近い形質をもつ個体が多いが、詳細にみると、葉柄に有

毛の個体もある。下層にヤブツバキに近似の個体が多くを

占めるブナ林としての位置づけになる。

　国上のブナ林は、国上山の中腹、名刹国上寺の裏にあ

り、海抜180メートル、面積約10ヘクタールに広がる。木

の大きさは、測定した約70本のうち、樹幹（胸高幹周）51

～80センチメートルのもの37本、最大で123センチメート

ルであることから、ブナの樹齢は、若いとみられる。

樹林の高木、亜高木層ではブナが優占し、アカマツ、ミ

ズナラを混生する。低木にはナツツバキ、カマッカ、オオ

バクロモジ、ハウチワカエデ、ヤマモミジなどの落葉樹、

ヒメアオキ、エゾユズリハ、ハイイヌツゲなど常緑樹、林

床にはコシノカンアオイ、オオタチツボスミレ、チゴユ

リ、ッルアリドオシ、ナガバジャノヒゲ、タガネソウ、ヤ

プコウジ、ホクリクムヨウランなどがある。また、このブ

ナ林にはヤプツバキとユキバタッバキの他、アカガシ、シ

ロダモ、ヒサカキ、クサイチゴ、シラキ、カラスザンショ

ウ、アワプキ、クマノミズキなどヤプッバキクラス域の構

成種が混生していることでも特色であり、県内では稀な例

である。ブナ林に近接した樹林内に生育するケタガネソウ

は、県内ではここだけに見られる稀産種である。

　以上のように国上山のブナ林は、低地に残存する貴重な

存在であると共に、その樹林に結び付いた特徴的な植物が

生育していることで価値が高い。

　天然記念物に指定した時（平成5年3月30日）には、ブナ

林だけを対象とするのでなく、周辺の樹林やそれを構成す

る要素すべてを包括した自然状態が重要であるので、ブナ

の生育地を含めた地域を一括して指定としている。

県内では新津丘陵のお茶山にもブナが分布するが、本数

が少なくてブナが優占する群落ではないが、ブナの隼育地

にユキバタツバキが分布している。ここに生育するツバキ

は、花の形態からユキッバキに近い形質をもつ個体が多い

が、葉柄に無毛のものを含んでいる。ユキツバキに近似の

ユキバタツバキと見ることができる（写真2）。

　お茶山のブナは、小須戸側に十数本生えており、新津地

内では二本ほど生育を確認している。山体が小さく、里山

であることもあり、ブナが残存するには稀な状況にあった

と思われる。昨年、林床にブナの幼木を探してみたが、発

見することができなかった。しかし、今年新ためて現地調

査を行ったところブナの幼木が数本生育していたので、伐

採しないように大切に育て、この地域のブナの温存を願っ

ている。

　ブナ林の下にユキバタツバキが生育しているところは、

県内では現在のところ上記の二例だけであり、貴重な地域

である。国上山のブナ林は、県の天然記念物に指定されて

いるが、お茶山はまだ保護策がとられていない。ッバキだ

けでなく、新津丘陵を代表する植生の広がる地域として温

存させたい地域である。
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写真1ブナと共存するユキバタッバキ

　　　　　　　　　（ヤプッバキ近い）2005　4　19

写真2アカガシと共存するユキバタツバキ　新潟市新津

　　　金津お茶山200559
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　河川沿いに生育する植物は、洪水により、その様相を一

転することがあり、自ekの摂理でやむを得ないことであ

る。しかしながら、植物の生育地が人為的に急変させるこ

とには、抵抗を感じ、自然に対する配慮を欠いているよう

に思われてならない。

　河川の河川敷は、これまでも農地として活用してきた歴

史があり、既得権として当ekのように繰り返されているよ

うである。農地として利用することにより、河川沿いに樹

木の生育を抑えているとも聞く。樹木が洪水時に流失し

て、橋げたなどにひっかかり水の流れを止めるため、堤防

決壊につながる危険性があると指摘されている。農地を利

用する側も、洪水を引き起こさないよう管理する側も、共

｝環

に有利なこととして噴例になっているようである。最近で

は、その河川敷が農地の替わりに公園として利用するケー

スもあり、利用形態も多様化している。

　洪水の心配ない平坦地はほとんと農地として次々に開拓

して活用している。結果として平野部の地域にもともと生

活していた植物の生育地が狭くなり生育の場を失ってきて

いる。平野部の野生植物がかろうじて河川敷に生育してい

皇碁撫灘欝繋型男姦監藁驚惣σ
る現在、河川敷の水田は野生植物の生育地に譲ってほしい

と思っている。

河川敷に生育している植物を人為的に破壊する場合は、
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十分なる配慮を要望する。具体例をあげる

と、阿賀野川の旧津川町左岸、戴麟橋下流

地域には、下流のダムの影響もあり、か

なり広域にわたって河川敷があり、そこに

は植物群落が発達して、河川沿いに生育す

る多様な植物が繁茂していた。その地域を

2005年春に訪れてみると、すへてが破壊さ

れて、平坦な裸地に改変されてしまってい

た。ここにはかつてさまざまな植物が生育

しており、こ地域の植物相の特色を備えた

所であり、大切に保護しておいてほしかっ

た場所である。その改変の早さと規模の大

きさには、ただただ唖妖とするばかりであ

り、落胆の限りである（写真）。自生する植

物には全くの配慮なしの改変であり、心の

穏やかさを失い、「なんで植物のことを考え

ないのか」と叫んでしまうほとである。

　土地の改変には小面積であっても、生え

ている植物のことを考えて行動を起こし、

身の回りの植物に配慮した取り組みを定着

させてほしいと願っている。特に、河川管

理者の方々には、河川沿いの植物の温存、

人と自妖の共生、植物に配慮した河川管理

なとに心を寄せてほしい。見方によっては

河川沿いは、植物の安住の場であり、その場

で「種の多様性を温存させている所だ」、と

の認識を深めて頂きたい。

　近年野外に出掛ける度毎に、野生植物に

対して鉦関心さで破壊されている人為的な

行為が目につき、気掛かりである。自然保

護、生物多様性の保護、自然と共生などが

（日刊）　新 ラ鶏 日 報
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新
潟
ほ
ど
そ
の
財
産
で
あ
る

自
然
を
軽
ん
じ
て
い
る
県
は
な

い
。
私
は
新
潟
市
か
ら
行
け
る

近
郊
の
川
で
下
手
な
釣
り
を
し

て
い
る
の
だ
が
、
今
ま
で
少
し

で
も
き
れ
い
だ
と
思
っ
た
川
の

風
景
が
や
が
て
こ
と
こ
と
く
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
つ
ぶ
さ
れ
て

い
く
の
を
見
て
き
た
。

　
先
日
も
久
し
ぶ
り
で
新
発
田

市
の
加
治
川
へ
行
っ
た
が
、
今

ま
で
釣
り
を
し
て
お
い
し
い
ポ

イ
ン
ト
で
あ
っ
た
川
の
深
み
ゃ

エ
グ
レ
な
ど
が
き
れ
い
に
埋
め

ら
れ
川
岸
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で

平
ら
に
な
ら
さ
れ
て
い
た
。
お

ま
け
に
水
際
を
覆
っ
て
い
た
雑

木
も
伐
採
さ
れ
む
き
出
し
の
川

の
上
に
は
ぽ
っ
か
り
と
空
虚
な

空
が
広
が
っ
て
い
た
。

　
加
治
川
は
二
級
河
川
で
管
理

者
は
県
で
あ
る
か
ら
、
私
は
こ

こ
で
県
の
お
役
人
に
文
句
を
言

い
た
い
。
も
ち
ろ
ん
県
の
仕
事

は
洪
水
を
防
ぎ
県
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
こ
と
で
あ
る
の
は

百
も
承
知
で
あ
る
。
し
か
し
あ

な
た
が
た
は
せ
っ
か
く
県
の
予

「
」
▽

局
長
通
遼
に
は
こ
う
記
し
て
あ

る
。　
「
近
年
、
環
境
や
地
域
づ
く

り
の
観
点
か
ら
河
川
の
持
つ
多

様
な
自
然
環
境
や
水
辺
空
間
と

と
な
っ
て
い
る
河
川
内
の
生
態

系
等
の
自
然
環
境
や
景
観
等
の

観
点
か
ら
整
備
及
び
保
全
は
、

『
河
川
の
適
正
な
利
用
』
や
『
流

水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
』
で

は
な
く
、
正
面
か
ら
『
河
川
環

　
　
　
　
と
ら

境
』
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
適

無
味
乾
燥
な
河
川
改
修
や
め
よ

算
（
つ
ま
り
税
金
）
を
使
い
な

が
ら
、
な
ぜ
こ
ん
な
風
に
セ
ン

ス
も
味
も
美
学
も
な
い
仕
事
を

す
る
の
か
。
こ
こ
で
お
役
人
の

み
な
ら
ず
広
く
県
民
の
方
々
に

も
周
知
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
河
川
法
が
改
正
さ
れ
た
ポ

イ
ン
ト
を
確
認
し
て
お
き
た

い
．
平
成
十
年
の
（
今
か
ら
六

年
も
前
で
す
よ
）
廼
設
省
河
川

し
て
の
機
能
等
に
蒋
目
し
、
適

正
に
整
備
、
保
全
さ
れ
た
河
川

環
境
を
享
受
し
よ
う
と
す
る
要

謂
が
高
ま
つ
て
お
り
、
①
艮
好

な
河
川
環
境
の
一
層
の
整
備
と

保
全
を
図
る
に
は
、
河
川
の
総

合
的
な
管
理
の
内
容
の
一
つ
に

『
河
川
環
境
』
を
明
確
に
位
置

付
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
②
特

に
、
環
境
の
中
の
窟
要
な
要
素

当
で
あ
る
こ
と
　
」
（
『
河
川
六

法
』
よ
り
）

　
つ
ま
り
多
様
性
の
な
い
の
っ

ぺ
り
と
し
た
川
は
も
は
や
法
律

違
反
と
な
る
時
代
な
の
だ
。
そ

う
で
な
く
て
も
、
同
じ
金
を
使

う
な
ら
人
だ
け
で
は
な
く
魚
も

烏
も
安
心
し
て
す
め
る
よ
う
な

川
を
造
っ
た
ほ
う
が
は
る
か
に

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
は

思
わ
な
い
か
。
し
か
し
次
か
ら

次
へ
と
川
を
い
じ
っ
て
い
く
そ

の
や
り
方
を
見
る
と
、
こ
れ
は

予
算
を
た
だ
消
化
ず
る
た
め
に

や
っ
て
い
る
と
し
か
思
え
な

い
。
こ
う
し
て
新
漏
県
は
ふ
る

さ
と
の
自
然
を
壊
し
、
そ
の
代

わ
り
に
「
ふ
る
さ
と
村
」
と
い

う
人
工
の
施
設
を
造
っ
て
お
客

を
集
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
今
春
、
晴
れ
て
県
の
職
員
と

な
っ
た
新
人
た
ち
よ
！
　
き
み

た
ち
が
自
然
か
ら
離
れ
た
お
役

所
の
中
で
机
の
上
に
地
図
を
広

げ
て
公
共
工
事
の
発
注
を
す
る

よ
う
に
な
る
そ
の
前
に
、
ま
ず

川
へ
行
っ
て
遊
ん
だ
り
釣
り
を

し
た
り
し
て
自
然
を
楽
し
む
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
新

潟
県
民
の
幸
せ
に
つ
な
が
る

近
道
だ
と
私
は
信
じ
て
い
る
。

大切であると強調されているのに、直接自扶に接している

力々や野生植物を求めて散策している方々なとに関心を深

めて頂く呼びかけが少ないように思われる。会員の方々に

　　：
〕　　｝

　t「　、1旨議

　一葉

鶏

も広く呼びかけをして頂けると幸いである。

参考

　　修やめよ」（2004年5月1日掲載）

「

聴斗

小
林

遜砒

氏
i
4
6
）
ほ
上
尾
市

　
　
　
　
　
（
聖
学
院
大
学
院
生
）

小林雅博氏新潟日報私の視点「鉦味乾燥な河川改

’

・認戯1・聖製

　　　　‘ 5

、

｛一【

醐．

f．

　
　
　
　
　
ま

　際

�
蜉
]
慧

灘
羅

一

卜

r

難
鑛
難

、

一

襲

灘

ロ　ロ

ニコ讃

臨鷺
．
O
コ

藍　M

植物の群生地が破壊された河川敷2005414


